













博士論文審査：申請者から提出された論文の公開発表会が平成 28 年 2 月 12 日に行われ、論文の内






述した。日本沿岸では、1890 年代には北海道沿岸で北海道・サハリン系群が 100 万トン程漁獲され
ていたが、1950 年代後半以降は漁獲量が激減した。2013 年の漁獲量は北海道沿岸で 4,506 トン、本
州東北太平洋沿岸では僅か 4 トンで、最盛期のおよそ 1/200 となっている。現在日本沿岸で漁獲さ
れているニシンは、湖沼性及び海洋性の地域型ニシンで、これらを対象に、1982 年から種苗放流が
開始され、現在、北海道と岩手県で約 500 万尾が放流されている。 
第 2 章では、日本産ニシン集団の遺伝的多様性、時空間構造及び 2011 年 3 月 11 日に発生した東
日本大震災の影響を評価した。2003～2014 年に日本沿岸 9 か所で産卵期に採集した地域性ニシンの









第 3 章では、618 個体の mtDNA 調節領域 551bp の塩基配列を用いて個体群動態史を解析した。








最終試験の結果要旨：最終試験は平成 28 年 2 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下、講演発
表は、国内学会 1 回、国内増殖関係技術協議会等で 6 回行ったこと、及び合同セミナーへの出席も
60 時間を越えていることを確認した。学位論文の一部は英語で書かれており、英語の学力について
は問題ないと判断した。論文内容について最終確認のための質疑応答を行ったが、その内容は十分
であった。専門知識については公開発表会（2 月 12 日）当日の質疑や予備審査時のディスカッショ
ンを含め十分であると審査委員一同確認した。また、平成 29 年 1 月 31 日に学術論文１編が第一著
者として早期公開（藤田ら：日水誌 DOI: 10.2331/suisan.16-00055）されたことを審査員一同で確認
した。 
以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
